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２０１３年９月２６日 

 

「２０１３年本田賞」 
固体力学・流体力学分野での計算力学の創設と発展に貢献 
テキサス大学オースティン校計算工学・科学研究所所長 

ティンズリー・オーデン博士に本田財団が授与 
 

公益財団法人 本田財団（設立者：本田 宗一郎・弁二郎兄弟、理事長：石田 寛人）は、２０１３年の

本田賞※１を、あらゆる分野で幅広く活用されているコンピューターシミュレーションの基礎となる計算力学を

創設し発展させた、ティンズリー・オーデン博士（Ｊ． Ｔｉｎｓｌｅｙ Ｏｄｅｎ）に授与することを決定しました。

アメリカのテキサス大学オースティン校計算工学・科学研究所所長と、同校の研究担当副校長である

オーデン博士は本田賞３４回目の受賞者となります。 

 

オーデン博士は、数学・コンピューター科学・物理学・応用数学を統合し、科学技術分野での諸問題を

解明する「計算力学」を確立した草分けです。連続体の非線形現象のコンピューター解析手法を確立し、

また、広範かつ強力な数学的計算手法である「有限要素法」のエキスパートとしても知られています。

さらに、コンピューターシミュレーションにおける誤差の数学的評価と体系的な管理手法を確立しました。

今日では科学、医学、そして工学分野に影響を及ぼす学問領域として、計算技術・科学の基礎が

築かれ、ものづくりや、防災、薬物設計、医科手術、気候・天候予測などに応用されています。 

 

また、オーデン博士の活動は、日本計算工学会（ＪＳＣＥＳ）、日本計算力学連合（ＪＡＣＭ）を含む、

世界３０以上の計算力学研究組織を束ねる、国際計算力学連合（ＩＡＣＭ）の創設につながり、計算力学の

世界的な発展に寄与しました。 

 

現在、オーデン博士はアメリカのテキサス大学オースティン校での計算工学・科学研究所所長として

研究チームを率い、科学技術のいくつかの重要分野で目覚ましい進歩を成し遂げました。ものづくりでは、

プロセスの最適化によりコストや時間を大幅に削減するとともに、製品の品質・安全性の向上を図り、

また医学・生物学で広く活用されるコンピューターシミュレーションを開発し、心臓血管外科手術、

人工心臓弁、ステント設計、がん治療、投薬計画において、患者一人ひとりに合わせた治療法を可能に

しました。さらに、気候変動モデル、エネルギーシステム、新素材および交通システムの改善などにも

取り組んでいます。 

 

最近のオーデン博士の研究は、航空機や自動車などの機械において、原子・素粒子レベルから

システム全体までのさまざまなスケールでの現象をつなぎ合わせる「マルチスケールモデル」の開発に

注力しています。また、観察データとモデルパラメーターでの不確かさを、数学的統計手法を活用して

推定し、コンピューター予測の精度を高める「予測科学」の第一人者でもあります。 
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オーデン博士は、「コンピューター科学は理論科学、実験科学に並ぶ「第三の柱」であり、知見を

高め、人類に価値のある結論をもたらす新たなパラダイムとして役に立っています」と述べています。 

 

１９８０年に創設された本田賞は、人間環境と自然環境を調和させるエコテクノロジー※２を実現させた

功績に対し、毎年１件の表彰を行っております。今日、あらゆる分野でコンピューターシミュレーション

技術が活用され、ものづくりから医療に至るまで、さまざまな領域での資源・時間の節約や、品質・

安全性の向上に結び付き、オーデン博士の業績がエコテクノロジーの具現化を幅広く達成できたことは、

本田賞にふさわしい成果と考えます。 

 

第３４回本田賞授与式は、２０１３年１１月１８日に東京都の帝国ホテルで開催され、メダル、賞状と

ともに副賞として１，０００万円がオーデン博士に贈呈されます。 
 
※１ 本田賞（Ｈｏｎｄａ Ｐｒｉｚｅ）：１９８０年に創設された科学技術分野における日本初の国際賞 

※２ エコテクノロジー（Ｅｃｏｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）：文明全体をも含む自然界をイメージしたＥｃｏｌｏｇｙ（生態学）とＴｅｃｈｎｏｌｏｇｙ

（科学技術）を組み合わせた造語。人と技術の共存を意味し、人類社会に求められる新たな技術概念として１９７９年に

本田財団が提唱 

 

お問い合わせ先：公益財団法人 本田財団 

〒１０４－００２８ 東京都中央区八重洲２－６－２０ ホンダ八重洲ビル 

ＴＥＬ：０３－３２７４－５１２５  ＦＡＸ：０３－３２７４－５１０３ 

http://www.hondafoundation.jp 

Honda 広報部 企業広報ブロック 

ＴＥＬ：０３－５４１２－１５１２ 
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ジョン・ティンズリー・オーデン（J. Tinsley Oden）博士 

テキサス大学オースティン校計算工学･科学研究所（ICES）所長 
 

 

 
 
生まれ 

１９３６年１２月２５日 ルイジアナ州アレクサンドリア生（アメリカ国籍） 
 
学歴 

１９５９年 ルイジアナ州立大学土木工学科卒業 

１９６０年 オクラホマ州立大学土木工学科修士課程修了 

１９６２年 オクラホマ州立大学工業力学科博士課程修了 
 
名誉学位 

１９８７年 ポルトガル・リスボン工科大学より名誉博士号 

２０００年 ベルギー・モン理工科大学より名誉博士号 

２００１年 ポーランド・クラクフ工業大学より名誉博士号 

２００４年 テキサス大学オースティン校にて学長表彰 

２００６年 フランス・カシャン高等師範学校より名誉博士号 

２０１０年 オハイオ州立大学より名誉博士号 
 
職歴 

１９５９年、ルイジアナ州立大学助手 

１９６１～６３年、オクラホマ州立大学応用力学科講師、土木工学科准教授 

１９６３～６４年、Ｇｅｎｅｒａｌ Ｄｙｎａｍｉｃｓ社勤務（研究部門構造担当シニア技師） 

１９６４年９月～７３年９月、アラバマ大学ハンツビル校機械工学科 助教授～教授 

１９７３年９月～現在、テキサス大学オースティン校航空宇宙工学／機械工学科教授 

１９７４年９月～現在、テキサス大学オースティン校計算工学・科学研究所（ＩＣＥＳ）所長 

（１９７４－１９９３ ＴＩＣＯＭ，１９９３－２００３ ＴＩＣＡＭ） 

１９８１年９月～現在、テキサス大学オースティン校数学科教授 

２００３年３月～現在、テキサス大学オースティン校研究担当副校長 

２０１１年～現在、テキサス大学オースティン校コンピューター科学科教授 
 
略歴 

オーデン博士は工学、数学、そしてコンピューター科学を統合し、自然科学の世界にコンピューター・

シミュレーションを生み出した、計算力学の創設と発展に多大な貢献をしたことで国際的な名声を

得ている。このようなシミュレーションは、医学、材料工学、エネルギー探査そして気候科学など

様々な分野で活用されている。現在博士はテキサス大学オースティン校において計算工学・科学

研究所所長として、半導体モデルと癌治療に主眼を置いたマルチスケール“アダプティブ”モデルの

研究を進めている。また、アメリカ土木学会のカルマンメダル（１９９２年）、アメリカ計算力学学会の

ニュウマンメダル（１９９３年）、国際計算力学連合のニュートン・ガウスメダル（１９９４年）、アメリカ

機械学会のティモシェンコメダル（１９９６年）他多数を受賞している。 
 
出版物 

“Ｍｅｃｈａｎｉｃｓ ｏｆ Ｅｌａｓｔｉｃ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅｓ”：ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ， Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ Ｃｉｔｙ，１９６７年 “非線形連続体の

有限要素法”：ＭｃＧｒａｗ－Ｈｉｌｌ， Ｎｅｗ Ｙｏｒｋ Ｃｉｔｙ，１９７２年 “Ｆｉｎｉｔｅ Ｅｌｅｍｅｎｔｓ ｖｏｌ．１ ｔｏ ６”：

（Ｅ．Ｂ ＢｅｃｋｅｒおよびＧｒａｈａｍ Ｆ． Ｃａｒｅｙ共著） Ｐｒｅｎｔｉｃｅ－Ｈａｌｌ， Ｅｎｇｌｅｗｏｏｄ Ｃｌｉｆｆｓ，１９８１年 

“Ａｐｐｌｉｅｄ Ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌ Ａｎａｌｙｓｉｓ， ２ｎｄ ｅｄ．”：（Ｌ． Ｆ． Ｄｅｍｋｏｗｉｃｚ共著） ＣＲＣ Ｐｒｅｓｓ， 

Ｂｏｃａ－Ｒａｔｏｎ，２０１０年 “Ａｎ Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔｉｏｎ ｔｏ Ｍａｔｈｅｍａｔｉｃａｌ Ｍｏｄｅｌｌｉｎｇ”：Ｗｉｌｅｙ， Ｈｏｂｏｋｅｎ，

２０１１年 


